
本書は、2018年1月27日・28日に奈良文化財研究所平城宮跡資料館（奈良市
佐紀町）にて開催された国際シンポジウム「アフロ・ユーラシアの考古植物学 
Afro-Eurasian Archaeobotany: New perspectives, new approaches」において行わ
れた11の講演の内容とともに、関連する内容を扱う論文4編を増補し、一書と
して編んだものである。このシンポジウムは、日本の考古学界にはあまり知られ
ていないアフリカ、ヨーロッパ、そして東アジアだけでなく西アジアや中央アジ
ア、すなわちアフロ・ユーラシアの各地で繰り広げられているさまざまなかたち
の考古植物学ないし植物考古学の研究を日本に紹介するとともに、日本で行われ
ている考古植物学的研究の現状を海外の研究者と議論する場を設けようという意
図によって開催された（図1）。
このうち後者の部分は、編者が英国ヨーク大学に在籍中の2016年2月5日に同
大学において開催したセミナー Japanese Archaeobotany（図2）の続編とも言える
ものである。このセミナーには、本書にも寄稿してくださった能城修一・那須浩
郎・佐々木由香の各氏のほか、世界的な考古植物学者であるドリアン・フラー
（Dorian Q. Fuller）氏からも話題提供をいただいた。このワークショップでの感
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図1　国際シンポジウム「アフロ・ユーラシアの考古植物学Afro-Eurasian Archaeobotany: New perspectives, 
new approaches」当日の様子（栗山雅夫撮影）
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想は、日本で行われている研究に対する海外での関心は、意外なほど高い、とい
うことであった。
一方で、編者の知るかぎりにおいては、欧米圏で行われている考古植物学的研
究の諸事例からは、出土植物遺体の属・種の同定や記載、計量、編年的位置づけ
に重きを置く日本の研究の方向性とは若干異なるイメージを受ける。植物遺体を
遺跡に残した人々と生態系とのかかわりや、生業のあり方との関連性、そして実
験的手法や民族誌調査によって得られる脈絡の解釈への援用の傾向がより強く、
そして安定同位体や生体分子を対象とした新しい研究手法を積極的に導入してい
るのが例として挙げられるであろうか。本書では、こうした視点から、地理的な
観点からだけでなく、方法論という面からも、多様な研究事例を集めることを試
みた。基調講演を引き受けてくださったエイミー・ボガード氏の研究は、まさに
上記の多角的アプローチを体現するものである。すなわち、出土種子の同定に基
づく雑草植物相の復元という考古植物学の古典的な王道を進みつつ、一方で穀物
の炭素・窒素安定同位体比という新しい研究手法の利点を存分に活かし、さらに
これらを論理的に解釈するための実験的研究や民族誌調査を実践している。こう
した多角的アプローチは、本書の縮図といっても過言ではないであろう。
ところで、21世紀にはいり、考古植物学の対象とする範囲が顕微鏡レベルを

超えたミクロの世界に大きく広がってきた。これは、上記の炭素・窒素安定同位
体比や他の元素の同位体比を用いた研究だけでない。DNAやタンパク質、脂質
といった生体分子を考古遺物から取り出す技術が格段に進歩したことで、イネを
はじめとする植物遺体はもちろんのこと、今まで対象としてこなかった、土壌や
土器胎土のなかの微量な証拠をもとにさまざまな議論がなされるようになったの
である。本書では、こうした研究事例のほとんどが英文でしか発表されていない
現況を鑑みて、編者自身の研究を含め、現在さかんに進められている新しい試み
についても紹介を試みた。無論、こうしたミクロな試料が蓄積される一方で、そ

図2　2016年2月5日に英国
ヨーク大学で行われたセミ
ナー Japanese Archaeobotany
のプログラム


